
旭川医科大学初期臨床研修医に対する奨学金支給に関する要項の一部を改正する要項を次のように定める。 
 
                                            （令和６年２月１９日学長裁定） 
 

旭川医科大学初期臨床研修医に対する奨学金支給に関する要項の一部を改正する要項 
 
旭川医科大学初期臨床研修医に対する奨学金支給に関する要項（平成24年学長裁定）の一部について，下表右欄（「現行」欄）を同表左欄

（「改正後」欄）のように改正する。 
※下線部分は，改正箇所を示す。 

改正後 現行 

（趣旨） （趣旨） 
第1 この要項は，旭川医科大学病院（以下「本院」という。）にお

いて，将来医師として旭川医科大学（以下「本学」という。）が

担う教育・研究・診療に従事する意欲があり，医師法（昭和23年
法律第201号）第16条の2に規定する臨床研修（以下「初期臨床研

修」という。）を受けている者に対し，奨学金（以下「初期臨床

研修奨学金」という。）を支給することについて，必要な事項を

定めるものとする。 

第1 この要項は，将来医師として旭川医科大学（以下「本学」とい

う。）が担う教育・研究・診療に従事する意欲のある者が，旭川

医科大学病院（以下「本院」という。）において，医師法（昭和2
3年法律第201号）第16条の2に規定する臨床研修（以下「初期臨床

研修」という。）を受けている者に対し，奨学金（以下「初期臨

床研修奨学金」という。）を支給することについて，必要な事項

を定めるものとする。 
（支給対象者） （支給対象者） 

第2 初期臨床研修奨学金の支給対象者は，本院の初期臨床研修プロ

グラムにより初期臨床研修を受けている者であって，初期臨床研

修を修了後に本学又は本学の各講座・診療科等の指定する医療施

設等において勤務する意思を有する者とする。 

第2 初期臨床研修奨学金の支給対象者は，本院の初期臨床研修プロ

グラムにより初期臨床研修を受けている者であって，初期臨床研

修を修了後に本院又は本院の各診療科等の指定する医療施設等に

おいて勤務する意思を有する者とする。 
（支給額） （支給額） 

第3 初期臨床研修奨学金は，月額10万円とし，月単位で支給する。 第3 初期臨床研修奨学金は，月額10万円とし，月単位で支給する。 
（支給期間） （支給期間） 

第4 支給期間は，24箇月以内とする。 第4 支給期間は，24箇月以内とする。 
（申請手続） （申請手続） 

第5 初期臨床研修奨学金の支給を希望する者は，別に定める初期臨 第5 初期臨床研修奨学金の支給を希望する者は，別に定める初期臨



床研修奨学金申請書に必要事項を記入の上，学長に願い出るもの

とする。 
床研修奨学金申請書に必要事項を記入の上，学長に願い出るもの

とする。 
2 初期臨床研修奨学金の申請は，年度毎に行うものとする。 2 初期臨床研修奨学金の申請は，年度毎に行うものとする。 
（受給者の決定） （受給者の決定） 

第6 学長は，希望者から提出された初期臨床研修奨学金申請書等に

基づき審査を行い，受給者を決定する。 
第6 学長は，希望者から提出された初期臨床研修奨学金申請書等に

基づき審査を行い，受給者を決定する。 
（支給の停止及び取消） （支給の廃止） 

第7 受給者が休職する場合（傷病その他やむを得ない事由により，

90日を超える長期の休暇を取得又は欠勤する場合を含む。以下同

じ。)又は停職の処分を受けた場合は，休職を開始した日又は停職

の処分を受けた日の属する月の翌月分から復職した日の属する月

の分まで支給を停止する。（新設） 

第7 

2 受給者が次の各号の一に該当する場合は，第6の規定による受給

者の決定を取り消すものとする。 
初期臨床研修奨学金の支給は，受給者が次の各号の一に該当する

場合は廃止する。 
(1) 受給者が本院の初期臨床研修プログラムを修了することが困

難であると学長が判断した場合 
(1) 受給者が本院の初期臨床研修プログラムを中断した場合 

(2) 受給者が初期臨床研修奨学金の受給を辞退した場合（新設）  
(3) 受給者が死亡又は行方不明となった場合 (2) 受給者が死亡又は行方不明となった場合 
(4) その他学長が支給を取り消すことが適当と認めた場合 (3) その他学長が支給を廃止することが適当と認めた場合 

3 前項第2号又は第4号の規定により支給の決定を取り消された者

は，原則として当該年度における再度の支給申請をすることはでき

ない。（新設） 

 

（返還） （返還） 
第8 受給者が次の各号の一に該当する場合は，受給した初期臨床研

修奨学金を直ちに一括又は分割で返還しなければならない。 
第8 受給者が次の各号の一に該当する場合は，直ちに受給した初期

臨床研修奨学金を一括又は分割で返還しなければならない。 
(1) 受給者が初期臨床研修を修了した日（以下「研修修了日」と

いう。）の属する月の翌月から継続（本学大学院在籍期間を除

く。）して7年間，本学又は本学の各講座・診療科等が指定する

(1) 本学地域枠（AO入試北海道特別選抜，推薦入試道北・道東特

別選抜及び医学科第2年次編入学地域枠をいう。）入学以外の受

給者が初期臨床研修を修了した日（以下「研修修了日」とい



医療施設等で勤務しなかったとき。 う。）の属する月の翌月から継続（本学大学院在籍期間を除

く。）して7年間（ただし，受給期間が12箇月以内の者は，3年
間），本院又は本院の各診療科等が指定する医療施設等で勤務

しなかったとき。 
(2) 第7第2項（第3号を除く。）の規定により支給の決定が取り消

されたとき。 
(2) 第7第1号又は第3号により支給が廃止になったとき。 

(3) 受給者が自ら返還を申し出たとき。 (3) 受給者が自ら返還を申し出たとき。 
2 初期臨床研修奨学金を分割で返還する場合には，返還の事由が発

生したときから2年以内に，受給者が申し出る分割回数で返還する

ものとする。 

2 初期臨床研修奨学金を分割で返還する場合には，返還の事由が発

生したときから2年以内に，受給者が申し出る分割回数で返還する

ものとする。 
（返還の免除及び猶予） （返還の免除） 

第9 学長は，受給者が次の各号の一に該当する場合は，返還すべき

初期臨床研修奨学金の全部又は一部を免除することができる。 
第9 学長は，受給者が次の各号の一に該当する場合は，返還すべき

初期臨床研修奨学金の全部又は一部を免除することができる。 
(1) 死亡したとき。 (1) 死亡したとき。 
(2) 重度の心身障害その他やむを得ない理由により初期臨床研修

奨学金を返還することが困難であると認めたとき。 
(2) 重度の心身障害その他やむを得ない理由により初期臨床研修

奨学金を返還することが困難であると認めたとき。 
2 学長は，受給者が災害，傷病その他やむを得ない理由により初期

臨床研修奨学金を返還することが困難であると認めた場合は，そ

の期間中の返還を猶予することができる。（新設） 

 

（略） （略） 
  

附 則  
1 この要項は，令和6年2月19日から実施する。  
2 この要項による改正後の第7及び第8は，令和6年4月1日以降に初

期臨床研修を開始する者から適用する。 
 

  
【改正理由】  



初期臨床研修奨学金の返還要件の見直しに伴い，所要の改正を行

うものである。 
 

 


